2011年度第７回職員組合中央執行委員会議事録

日時：2011年５月26日18時15分～20時
場所：府中地区組合事務室
出席者：星野，伊東，仲井，富樫，本林，多羅尾，柴田
陪席者：平塚書記，吉田書記
議事に先立ち，ろうきん渉外担当・林　夏樹さんから，ろうきんの商品他について説明があった．

議題
１．前回の議事録承認

議事録を承認した．

２．報告事項

１）都大教
多羅尾委員から，都大教幹事会，合宿に参加し，給与１割削減問題，技術職員問題について討議したこと，および他大学の状況について報告があった．とくに電通大では給与１割削減の件で団体交渉を行うことと，労使で残業のチェックをしていることが紹介された．

２）全大教

特になし．

３）府中支部からの報告
特になし（授業時間繰上げの件は，すでにメールにて配信済み）．
４）小金井支部からの報告
５月16日（月）に小金井支部執行委員および書記が永井新学府長に挨拶し，慣例に基づき，組合と大学側の確認文書を取り交わした．技術職員・教務職員の助手・助教移行問題についての説明会について報告があった．当局側から一定の説明はあったものの，定年，給与表，人事評価ほか多くの事項が定まっていないということであった．当局側としては９月を目途に必要な規則を定め，年度内に移行する予定であるとのことであった．

５）その他

本部の非常勤職員の待遇について，仲井委員，多羅尾委員が対応しているとの報告があった．
３．審議事項

１）授業時間繰上げ

・学長交渉の議事録は，原案通りで議事録として保存することになった．

・今回の授業時間繰り上げは，決定の手続きに問題があることを組合から当局へ文書で申入れることになった（学長交渉が時間切れで打ち切られたため）．

・節電対策としては，研究棟ごとに勤務の輪番制，節電の意識を高める打ち水大会，研究棟の窓への網戸の設置などが提案された．

・工学部での対応は，少なくとも現状では繰上げ反対の意見があまり出て来ないため，組合としては交渉が難しいとの結論となった．

２）国家公務員給与１割削減への対応

多羅尾委員が電通大の学長交渉の状況について情報を集めた後，農工大で給与削減を行わないよう文書を吉田委員が作成し，当局へ申入れることになった．

３）組合からの質問状に対する5/12付け回答書について

回答書をメールおよび掲示にて組合員に報告することになった．

４）次期執行委員の選出

次回の執行委員会までに，各職場で職場会を開催し，次期執行委員候補者を選出することになった．

４．その他

次回執行委員会は６月23日（木）18時から職員組合府中事務室にて開催予定．
以上
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